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を
証
明
す
る
淹
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
紙
税
法
第
四
条
第
一

項
第
二
三
号
に
規
定
す
る
寄
託
に
関
す
る
証
書
に
該
当
す
る
こ

時

計

台

(北
海
道
･
札
幌
)

書 士 会 報

北
海
道
大
学
の
前
身
で
あ
る
旧
札
幌
農
学
校
の
演
武
場
と
し
て
明
治
十
一年
十
月

竣
工
し
た
木
造
二
階
建
。
札
幌
市
内
唯
一
の
ロ
シ
ヤ
式
建
物
で
あ
る
。
塔
上
に
明

治
十
四
年
六
月
装
置
さ
れ
た
大
時
計
が
あ
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
こ
の
時
計
の
メ
ロ
デ
ー
は
札
幌
市
民
に
親
し
ま
れ
旅
行
く
人
々
の
旅
愁
を
そ
そ

っ
て
い
る
。
ア
カ
シ
ヤ
の
緑
に
包
ま
れ
て
札
幌
の
代
表
的
風
景
の
一
つ
で
あ
る
。

目
会
,

賞

砺
目
番

　
　
　
　　　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

発
縦
道
江
桝
印
社
鵡
川

　
　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

時
計
台
の

鐘

時
計
台
の
鐘
が
鳴
る

大
空
遠
く
ほ
の
ぼ
の
と

よ
る

静
か
に
夜
は
明
け
て
来
た

ポ
プ
ラ
の
欄
に
日
は
照
り
出
し
て

あ
し
た

き
れ
い
な
朝
に
な
り
ま
し
た

時
計
台
の
鐘
が
鳴
る

時
計
台
の
鐘
が
鳴
る

ア
カ
シ
ヤ
の
木
に
日
は
落
ち
て

ま
ち

静
か
に
街
も
暮
れ
て
行
く

　
　
　

　
　

山
の
牧
場
の
羊
の
群
も

う
ち

だ
ま
つ
て
お
家
へ
帰
る
だ
ろ

時
計
台
の
鐘
が
鳴
る

た
ら
な
あ
。
ど
ん
な
に
か
楽
し
い
だ
ろ
う
に
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、
折
り
に
ふ
れ
て
も
の
さ
れ
た
感
想
、
ゾ主
愚
見
、
そ
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行
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書
士
法
施
行
規
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の
一
部
改
正

農
地
法
施
行
規
則
の
一
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改
正

北
海
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宅
地
造
成
工
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事
務
所
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日

誌

後

記

戸
籍
届
出
記
載
の
指
針

お

願

い
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支
部
長
並
に
綱
紀
委
員
会
の
概
要

と

き

三
十
八
年
十
月
十
三
日
午
前
十
時

と
こ
ろ
-
札
幌
市
北
三
･
西
三
･
辰
葵
旅
館

出
席
者

別
記
出
席
者
名
簿
の
通
り

開
会

司
会
者
佐
藤
副
会
長
開
会
を
宣
し
、
渡
辺
会
長
の
挨
拶

議
事

森
口
議
長
の
就
任
挨
拶
が
あ
っ
て
副
議
長
代
理
の
選
出

(細
井
副
議
長
病
気
の
た
め
)
司
会
者
一
任
の
発
議
に
よ
り

小
樽
支
部
長
代
理
田
村
氏
を
指
名

報
告
第
一
号
｢目
行
連
支
部
長
並
び
に
常
任
理
事
会
出
席
報
告
｣

藤
山
副
会
長
よ
り
、
去
る
八
月
二
十
日
東
京
都
参
院
会
館
に

於
て
開
催
の
支
部
長
並
び
に
常
任
理
事
会
に
渡
辺
会
長
と
共

に
出
席
し
審
議
に
参
画
し
た
状
況
に
つ
い
て
報
告
あ
り

容
云

一

報
第
十
一
号
所
載
)

報
告
第
二
号
｢各
支
部
の
状
況
報
告
｣

2

議
長
の
指
名
に
よ
り
各
支
部
長

(及
び
支
部
長
代
理
)
の
状

一

況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

二
支
部
(札
幌
、
空
知
)
で
は
農
地
法
関
係
の
研
修
会
を
開

催
し
た
が
、
講
習
自
体
が
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
上
に
、
地

元
農
業
委
員
会
の
係
員
と
懇
談
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来

た
こ
と
。
特
に
｢農
委
と
し
て
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
厳

に
憤
し
む
か
ら
提
出
書
類
は
正
確
に
作
成
し
て
ほ
し
い
｣
と

の
協
力
的
発
言
が
同
係
員
か
ら
あ
り
予
期
以
上
の
収
穫

で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
一
同
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

支
部
の
地
域
が
頼
る
広
範
で
あ
り
、
会
員
の
多
く
は
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
太
等
の
兼
務
者
で
本
務
多
忙
で
あ
る
等

は
支
部
の
活
動
上
最
大
の
悩
み
で
あ
る
と
は
、
各
支
部
共
通

の
訴
え
で
あ
っ
た
。
職
域
明
朗
化
の
た
め
各
支
部
の
協
力
体

制
が
一
日
も
早
く
確
立
さ
る
る
よ
う
切
望
に
堪
え
な
い
。

司
法
書
士
や
土
地
家
屋
調
査
で
行
政
書
士
の
業
務
を
L
て
い

な
い
者
は
殆
ん
ど
い
な
い
の
に
未
入
会
者
が
少
な
く
な
い
こ

と
。
最
近
代
行
社
や
土
地
会
社
が
続
出
し
て
そ
の
殆
ん
ど
が

美
域
を
侵
害
む
て
い
る
等
の
状
況
報
告
が
あ
り
、
た
ん
と
し

て
も
法
の
改
正
が
強
く
望
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

苫
小
牧
市
農
業
委
員
会
は
本
年
八
月
二
十
一
日
付
で
｢農
地
法
第
3
･
4
･
ぅ
条
の
許
可
申
請
書
並
び
に
現
地
目
証
明
顔
等
の
‐

事
務
処
理
に
つ
い
て
｣
と
題
す
る
文
書
を
行
政
書
士
、
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士
、
不
動
産
株
式
会
社
宛
に
郵
送
さ
れ
た
。
右

は
農
地
法
関
係
各
種
申
請
書
類
の
提
出
先
に
対
し
、
事
務
処
理
上
の
注
意
を
し
た
も
の
で
、
即
ち
上
記
書
類
が
前
記
の
非
行
政

書
士
業
者
か
ら
も
提
出
さ
れ
て
居
り
、
そ
れ
を
受
理
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
月
十
六
日
こ
の
通
報
を
受
け
て
検
討
し

十
八
日
付
会
長
名
で
次
の
通
り
同
委
員
会
長
宛
に
懇
請
書
を
送
付
し
た
。

農
地
法
関
係
諸
申
請
書
等
の
取
扱
方
に
つ
い
て

(お
願
い
)

昭
和
三
十
八
年
九
月
十
八
日
総
第
六
八
号
道
書
士
会
長

苫
小
牧
農
業
委
員
会
長
宛

従
っ
て
行
政
書
士
会
の
会
員
に
井
ざ
る
土
地
家
屋
調
査
士
、

司
法
書
士
並
び
に
不
動
産
会
社
等
に
於
て
農
地
法
の
規
定
に
よ

る
申
請
書
類
は
勿
論
一
般
行
政
官
公
署
等
に
提
出
す
る
諸
書
類

を
葉
と
し
て
作
成
す
る
と
き
は
、
行
政
書
上
法
第
十
九
条
違
反

と
し
て
同
法
第
二
十
一
条
に
該
当
し
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一

万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
刑
罰
を
受
け
る
結
果
と
な
る
訳
で
あ

り
ま
す
。

法
改
正
後
未
だ
日
浅
く
、
た
め
に
従
来
の
慣
習
に
よ
り
法
の

趣
旨
或
は
法
の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
盤
に
非
行
政
書
士
行
為
を

敢
行
し
つ
つ
あ
る
者
相
当
数
あ
り
本
会
に
於
て
は
極
力
こ
れ
が

一
般
に
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
全
道
的
行
政
事
務
取
扱
官
公
署

に
印
刷
物
或
は
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
等
を
贈
っ
て
P
R
に
努
め
、
中

に
は
所
轄
警
察
署
長
に
告
発
手
続
を
と
り
検
挙
送
検
さ
れ
た
者

も
あ
り
ま
す
。

以
上
の
如
く
本
会
に
加
入
し
て
い
る
行
政
書
上
で
な
い
者
は

土
地
家
屋
調
査
士
や
司
法
書
士
で
あ
っ
て
も
、
又
公
務
員
や
不

動
産
業
者
は
勿
論
非
行
政
書
士
行
為
は
行
政
書
士
法
違
反
と
な

り
ま
す
。
此
の
点
充
分
御
了
知
の
上
各
種
申
請
書
受
理
の
際
は

特
に
御
注
意
賜
り
違
反
者
に
対
す
る
默
箋
甦等
の
な
い
よ
う
御
協

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
御
座
い
ま
す

追
っ
て
次
の
三
点
御
送
付
申
し
上
げ
ま
す
か
ら
充
分
御
利
用

下
さ
る
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
北
海
道
行
政
書
士
会
会
員
名
簿

一冊

雪

行
政
書
士
法
関
係
法
令
集

一
冊

そ
士
全
会
作
法宜
勝の
ポ
ス
タ
ー

一
費
h

搬令
【

こ
の
事
に
つ
い
て
昭
和
三
十
八
年
八
月
二
十
一
日
付
を
以
て

‐士
蹟舘為鯲新繊麗魁冶嫁盪調整出訟鋼~啜鱈砒中鉢醐醸端

書

に
現
地
目
証
明
頤
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
と
題
し
た
極
め
て

　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　

榊行

致
し
ま
し
て
も
関
係
地
方
の
行
政
書
士
に
対
し
、
事
務
処
理
上

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

仇海
“
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ヒ

尚
御
参
考
ま
で
に
左
記
事
項
を
申
し
上
げ
ま
し
て
特
に
御
協

‐]
㈹

力
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
五
月
二
十
日
法
律
第
八
六
号
を
以
て
行
政
書

士
法
が
一部
改
正
さ
れ
、
同
法
第
十
五
条
に
行
政
書
士
は
都
道

府
県
の
区
域
毎
に
会
則
を
定
め
て
一
個
の
行
政
書
士
会
を
設
立

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
、
同
法
第
十
九
条
に
は
行
政
書

日

土
会
に
入
会
し
て
い
る
行
政
書
士
で
な
い
も
の
は
業
と
し
て
葉

ー

務
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
な
い
。
又
同
法
第
二
十
一
条
で
は
第

刎

十
九
条
に
違
反
し
た
も
の
は
一年
以
下
の
懲
役
又
は
一万
円
以

年

下
の
罰
金
に
処
す
る
。
と
あ
り
ま
す
の
で
、
当
会
は
こ
の
法
律

3

の
趣
旨
に
則
り
昭
和
三
十
五
年
九
月
可
急
的
に
全
道
を
一
丸
と

%
す
る
行
政
書
士
会
を
設
立
し
、
会
則
の
認
可
を
得
て
、
会
の
運

1

営
上
、
行
政
書
士
の
品
位
の
向
上
を
図
り
以
て
大
衆
の
用
役
に

努
め
、
諸
官
署
の
良
き
協
力
者
と
な
る
よ
う
努
力
致
し
て
居
る
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本
会
は
発
足
後
漸
く
三
年
、
子
ど
も
に
す
れ
ば
一
番
世
話
の

や
け
る
時
期
で
、
支
部
長
各
位
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多

い
と
思
う
が
、
宜
し
く
協
力
を
願
う
と
前
置
き
し
、
非
行
政

書
士
防
止
に
つ
い
て
去
る
五
月
道
内
各
役
所
へ
協
力
を
要
請

し
た
と
こ
ろ
、
網
走
市
農
業
委
員
会
が
よ
く
協
力
し
て
く
れ

た
こ
と
、
反
対
に
苫
小
牧
市
と
乙
部
村
の
農
業
委
員
会
の
協

力
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
特
に
某
警
察
署
長
の
協
力
を

得
て
大
き
な
効
果
の
あ
っ
た
事
例
に
つ
い
て
報
告
し
、
最
後

に
我
々
会
員
は
大
政
官
布
告
以
来
の
伝
統
を
持
つ
行
政
書
士

の
職
能
に
誇
り
と
信
念
を
も
っ
て
、
業
務
の
け
ん
さ
ん
と
品

位
の
向
上
に
努
め
、
我
々
の
真
価
が
各
界
の
認
識
を
得
ら
れ

る
よ
う
勇
気
を
以
て
前
進
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た

(別
記

会
務
報
告
｢非
行
政
書
士
防
止
対
策
に
つ
い
て
｣
参
照
)

議
案
第
一
号
｢綱
紀
委
員
長
及
び
副
委
員
長
選
任
の
件
｣

蒲
#割
譲
事
党
乏可
餅
な弓
荘
這
ぃ
デ
コ
ー
i
r
な

‐li
t
、
---
-ii
ti
--
“
乍
“:
:"
＼‐
““
:-
門
≦
謹
聾
}
1

-!試
聴
は
癖
鰐
武濃
中講
義
聴
講
満
州
蓮繋
ぎ
導
き再薄
謝
鳰円
満
態
熟
議
~濃
“鰹
“嘉
島
さき鷺

｣討
幕
二
言二
心三
河
群
舞
扇
講
話
#ゞ
"こ
嘗
達三
"転
封
富
賛
辞
鬘
驫
捧蕁乳
対蝋揺
淺
彗録辞
い隷“丹
野
講
話
軌鳶
熟
議･転
ぶこ
さ
幇
ど
こ

言主
蝉
こ
し
二
言

きゞ≦
導
き
＼
"ゞ
{寒
気小
学

一廉
山
企
画
部
長
よ
り
委
員
容
云
の
粗
議
案
要
員
の
農
務
…任
期
及

び
選
任
方
法
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
委
員
行
任
期
と
兼

任
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
後
別
室
で
委
員
長
及
び
副

委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
斎
藤
委
員
(留
萠
)

よ
り
次
の
通
り
発
表
さ
れ
た
。

委
員
長

佐
藤
三
治
殿
(札
幌
支
部
)

副
委
員
長

塩
野
谷
貞
雄
殿
(旭
川
支
部
)

議
案
第
二
号
｢非
行
政
書
士
防
止
対
策
の
件
｣

ー
、
司

(司
法
書
士
)
調

(土
地
家
屋
調
査
士
)
に
よ
る
業

務
侵
害
に
つ
い
て

司
･
調
の
方
で
行
政
書
士
の
業
務
を
し
て
い
な
い
者
は

殆
ん
ど
居
な
い
の
に
、
未
入
会
者
が
少
な
く
な
い
。

(留

萠
、
そ
の
他
)

現
在
加
入
の
司
･
詞
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
現

資
格
者
(行
政
書
士
の
)
に
は
勿
論
、
資
格
の
な
い
方
に

も
資
格
を
早
く
と
っ
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
勧
誘
に
努
め
て

ほ
し
い
(本
部
)

無
資
格
者
或
い
は
未
入
会
の
ま
ま
業
務
を
し
て
い
る
者

が
分
っ
て
い
て
も
、
中
々
面
と
向
か
っ
て
は
言
え
な
い
。

従
っ
て
告
発
も
出
来
な
い
の
で
、
本
部
よ
り
勧
告
し
て
貰

い
た
い
。
そ
れ
な
ら
そ
の
本
人
の
名
前
を
報
告
出
来
る
。

(留
萠
)

単
に
名
前
だ
け
で
な
く
具
体
的
な
報
告
で
あ
っ
て
ほ
L

い
(本
部
)

2
、
会
員
の
自
粛
に
つ
い
て

行
政
書
士
の
中
に
司
･
調
の
業
務
を
侵
害
し
て
い
る
者

が
い
る
。
我
々
は
他
を
責
め
る
前
に
己
れ
を
責
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
(空
知
)

か
か
る
行
為
は
、
行
政
書
士
と
し
て
の
品
位
を
お
と
ず

も
の
で
あ
り
、
是
非
自
粛
し
て
賞
い
た
い
の
で
、
具
体
的

な
報
告
を
希
望
す
(本
部
)

3
、
代
行
社
制
に
つ
い
て

最
近
小
樽
に
代
行
社
な
る
も
の
が
出
来
て
、
数
人
の
者

を
置
い
て
行
政
書
士
業
務
を
盛
ん
に
や
っ
て
い
る
(小
樽
)

行
政
書
士
は
個
人
に
与
え
ら
れ
た
資
格
で
、
代
行
社
制

は
違
反
と
思
わ
れ
る
の
で
検
討
し
た
い
(本
部
)

代
行
社
制
を
認
め
て
お
く
こ
と
自
体
が
不
自
然
で
あ
る

か
ら
盡特
別
多委
員
?会
を
設
け
て
ム究
明
(し
た
い

全
空
知
〕
珪
で人

だ
け
で
な
く
、
個
人
で
や
っ
て
い
る
代
行
社
も
含
め
て
究

明
し
た
い
(小
樽
)

代
行
者
に
は
資
格
者
の
加
入
L
て
い
る
も
の
と
、
無
資

格
者
の
み
の
も
の
と
あ
る
。

特
別
委
員
会
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、
代
行
者
の
あ
る
地

方
か
ら
委
員
を
出
し
て
ほ
し
い
(本
部
)

ま
た
予
算
問
題
を
ど
う
す
る
(札
幌
)

等
々
活
溌
な
審
議
が
行
な
わ
れ
た
が
結
局
、
代
行
社
制
に
つ

い
て
は
本
部
に
於
て
小
樽
支
部
長
の
報
告
を
テ
ス
ト
ケ
ー
ス

と
し
て
検
討
し
手
を
打
つ
、
各
支
部
は
こ
れ
に
全
面
的
に
協

力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
決
定
。

4
、
間
接
的
違
反
防
止
に
つ
い
て

第
一
、
業
務
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
。

常
に
業
務
の
研
さ
ん
に
努
め
(業
務
研
修
会
の
開
催
等

は
望
ま
し
い
)
依
頼
に
応
じ
て
い
つ
も
正
確
な
書
類
の
作

成
が
出
来
る
態
勢
で
あ
る
こ
と

(空
知
･
小
樽
)

第
二
付
随
業
務
を
な
く
す
る
こ
と
。

こ
れ
は
法
の
改
正
に
倹
た
ね
ば
な
ら
な
い
(小
樽
)

法
改
正
請
願
書
は
前
国
会
で
地
方
行
政
部
会
に
於
て
採

択
さ
れ
、
今
一
息
と
い
う
と
こ
ろ
で
国
会
が
終
っ
た
が
、

現
在
も
継
続
努
力
中
で
あ
る
(本
部
)

う
、
以
上
の
ま
と
め

議
長
は
非
行
政
書
士
防
止
対
策
と
し
て
次
の
よ
う
に
ま

と
め
た
。

積
極
的
に
違
反
を
排
除
す
る
i
!
勧
告
、
警
告
、
告
発

等
に
よ
り

消
極
的

(間
接
)
に
防
止
す
る
ー
業
務
に
精
通
す
る
こ

と
に
よ
り

議
案
第
三
号
｢会
費
滞
納
者
並
び
に
退
会
該
当
者
(会
期
五
八

条
二
項
)
対
策
の
件
｣

会
費
未
納
者
名
簿
に
よ
り
審
議
し
た
が

本
部
で
催
告
し
て
も
応
じ
な
い
者
は
支
部
の
催
告
に
も
応
じ

な
い
者
で
あ
る
か
ら
、
執
行
部
の
英
断
に
一
任
と
決
定
。

閉
会

森
口
議
長
の
好
リ
ー
ド
に
依
り

(名
議
長
の
声
あ
り
)

円
満
裡
に
議
事
終
了
。
田
村
副
議
長

(代
理
)
閉
会
を
宣
し

別
室
で
記
念
撮
影
。

- 3 -

事
件
簿
用
紙
を
調
製
し
ま
し
た

事
務
局
だ
よ
り

『
お
願
い
』
欄
参
照
下
さ
い

(第12号)
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2
、
そ
の
他
に
っ
い
て

行道海ししJ話

一
連
合
国

昭
和
三
十
八
年
度

事
業
計
画
に

つ
い
て

(第12号)

昭
和
三
十
八
年
九
月
二
十
九
日

日
行
連
発
第
四
三
二
号

各
会
長
宛
(日
行
連
会
長
、
企
画
部
長
)

標
題
の
こ
と
に
つ
い
て
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
三
日
付
を
も

っ
て
送
付
致
し
て
置
き
ま
し
た
が
、
そ
の
項
目
中
第
四
項
に
つ

い
て
は
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
六
日
付
別
紙
の
と
お
り
各
部
道

府
県
知
事
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
貴
会
に
お
い
て
も
そ
れ

に
マ
ッ
チ
し
て
各
役
所
と
の
折
衝
に
御
尽
力
あ
ら
れ
ま
す
よ
う

御
願
い
致
し
ま
す
。
次
に
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
の
①
②
に
対

す
る
実
情
を
ど
し
ど
し
本
部
に
御
寄
せ
頂
き
ま
す
れ
ば
本
部
に

お
い
て
そ
の
対
策
に
努
力
致
し
ま
す
の
で
御
協
力
御
願
い
致
し

ま
す
。

　
　　

　　
　
　　　　　

き
J琶
せ
に
さ
き
に

て

(御
願
)

発
第
四
二
八
号

日
行
連
発
第
四
-

(日
行
連
会
長
)

各
都
道
府
県
知
事
宛

最
近
各
行
政
官
公
署
に
お
い
て
は
、
公
務

員
に
し
て
申
請
人
ま
た
は
届
出
人
の
書
類
を

代
っ
て
作
成
し
て
お
る
か
の
よ
う
に
聞
き
及

ん
で
お
り
ま
す
。
も
し
こ
れ
が
事
実
で
あ
り

ま
す
と
公
務
員
法
並
び
に
行
政
書
士
法
違
反

に
な
り
ま
す
の
で
貴
県
下
役
所
窓
口
係
員
に

対
し
御
注
意
方
御
願
い
致
し
ま
す
。

行
政
書
士
業
務

侵
害
に
つ
い
て

昭
和
三
十
八
年
九
月
二
十
九
日
(御
願
)

根

合

日
行
進
第
四
三
三
号

自
治
省
行
政
局
行
政
課
長
宛(日
行
連
会
長
)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
最
近
法
的
に
認
め
ら
れ
な
い
中
小
企

業
診
断
員
、
社
団
法
人
経
理
士
会
、
経
営
士
、
経
営
調
査
士
、

社
会
保
健
士
、
環
境
衛
生
等
業
務
員
は
何
等
行
政
書
士
の
資
格

を
有
せ
ず
、
行
政
書
士
の
業
務
を
行
っ
て
お
る
者
が
多
々
あ
る

よ
う
に
聞
き
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
防
止
対
策
に
当
り
御

省
よ
り
関
係
方
面
に
対
し
通
告
賜
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

尚
お
通
告
さ
れ
ま
し
た
際
は
そ
の
写
を
送
付
下
さ
い
。

労
務
管
理
士
に
し
て
行
政
書
士
の
資
格

を
有
せ
ず
行
政
書
士
業
務
を
行
う
会
員

に
つ
い
て

(御
願
)

昭
和
三
十
八
年
九
月
二
十
九
日

日
行
連
発
第
四
三
四
号

財
団
法
人
日
本
労
務
管
理
協
会
長
宛
(日
行
連
会
長
)

標
題
の
こ
と
に
つ
い
て
最
近
労
務
管
理
士
に
し
て
行
政
書
士

の
業
務
を
行
な
う
者
が
多
々
あ
る
よ
う
に
聞
き
受
け
て
お
り
ま

す
。′“-
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防
止
に
つ
い

昭
和
三
十
八
年
九
月
十
六
日

行
政
堂
曰土
法
“

第
一
条

行
政
書
士
は
他
人
の
依
願
を
受
け
報
酬
を
得
て

官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、
そ
の
他
権
利
義
務
又
は
事
実

証
明
に
関
す
る
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
。

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
貴
会
会
員
に
し
て
行
政
書
士

の
資
格
を
有
せ
ず
書
類
の
作
成
等
を
致
し
ま
す
と
行
政
書
士
法

違
反
に
な
り
ま
す
か
ら
、
会
員
諸
氏
に
違
反
の
な
い
よ
う
通
達

下
さ
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

一
業
務
資
料
一

○
行
政
書
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
一
目
自
治
省
令
第
三
一号

自
治
大
臣

行
政
書
士
法
施
行
規
則
(昭
和
二
十
六
年
総
理
府
令
第
五
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
四
項
中
｢及
び
報
酬
額
｣
を
削
る
。

付

則

こ
の
省
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

右
改
正
の
経
過

一
部

行
政
書
士
法
施
行
規
則
の

改
正
に
つ
い
て

昭
和
三
十
八
年
九
月
二
十
八
日

日
行
連
発
第
一九
〇
号

日
行
違
会
長

自
治
省
行
政
局
行
政
課
長
殿

上
題
の
こ
と
に
関
し
次
の
条
項
を
改
正
下
さ
る
よ
う
御
願
い

致
し
ま
す
。

第
四
項
中
｢作
成
の
年
月
日
及
び
報
酬
額
を
付
記
し
｣
を
削
る

第
十
条

｢行
政
書
士
は
依
頼
人
か
ら
報
酬
を
受
け
た
と
き
は

別
記
様
式
第
二
に
よ
っ
て
正
副
二
通
の
領
収
証
を
作
成
し
、
正

本
副
本
は
作
成
の
年
月
順
に
つ
づ
っ
て
五
年
間
こ
れ
を
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
を
｢行
政
書
士
は
依
頼
人
か
ら
領
収
証

の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
領
収
証
を
作
成
し
、
こ
れ
に
署

名
職
印
を
押
し
で
当
該
依
頼
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｣
と
改
め
る
。
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(第腔号)

支部長並びに綱紀委員会出席者名簿

宗

谷

網

走

根

室

釧

路

帯

広

留

萠

旭

川

函

館

室

蘭

日

高

空

知

小

槽

札

幌

支

部

代

斎
藤
健
二
郎

代

藤
沢

武
雄

代

鈴
木

清

野
尻

講

高
梨

晃
臣

中
林
茂
三
郎

代

高
谷

賢
一

石
本

則
善

猪
本

久
治

代

田
村

弘

森
口
松
太
郎

支

部

長

斎

藤

良

助

塩
野
谷
貞
雄

杉

本

義

衛

松

本

又
蕨

佐

藤

三
治

綱
紀
委
員

会

長

副
会
長

同同理

事

同同同同同監

事

空
知
支
部

役

職

渡

辺

魔

古

佐
藤
幸
之
助

藤

山

利

夫

岸

川
隆

次

井

上
瑛

二

成
沢
梅
次
郎

横

路
雅

美

有

馬
範

治

森

平

国

武

関

根

克

治

山

木

松

今
村
竜
太
郎

氏

名

さ
れ
た
書
類
に
対
し
て
は
之
を

阻
止
す
る
何
等
の
規
定
も
な
い

の
で
申
請
当
事
者
の
迷
惑
に
な

ら
ぬ
よ
う
処
理
を
希
望
す
る

が
、
今
後
か
か
る
違
法
行
為
の

防
止
に
つ
い
て
は
法
の
趣
旨
に

基
づ
い
て
特
段
の
ご
協
力
方
を

お
願
い
し
た
(会
報
第
九
号
所

載
の
｢非
行
政
書
士
取
扱
申
請

書
処
理
に
つ
い
て
｣
参
照
)

ブ
、
三
十
八
年
六
月
一
日

｢当
町
に
は
行
政
書
士
の
業
務

が
農
地
法
関
係
許
可
申
請
書
、

保
健
所
関
係
や
営
業
関
係
の
許

可
申
請
書
、
そ
の
他
戸
籍
関
係

諸
届
書
、
土
木
関
係
指
名
頤
等

相
当
の
件
数
が
あ
る
が
、
殆
ん

ど
役
場
、
農
協
、
商
協
等
の
職

員
が
代
筆
で
取
扱
っ
て
い
る
｣

と
、
宗
谷
支
部
の
一
会
員
よ
り

そ
の
取
締
方
に
つ
い
て
要
望
が

あ
っ
た
。

こ
れ
に
類
似
し
た
行
為
は
殆

ん
ど
の
各
地
に
於
て
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
之

が
防
止
対
策
に
つ
い
て
理
事
会
に
語
っ
た
結
果
、
道
庁
よ
り

警
告
を
出
し
て
貰
う
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
十
八
年
七
月
二
日

渡
辺
、
藤
山
両
役
員
が
道
庁
地
方
課
に
出
頭
し
非
行
政
書

士
対
策
に
つ
い
て
係
の
方
と
懇
談
し
た
結
果
、
非
行
政
書
士

行
為
や
窓
口
過
剰
サ
ー
ビ
ス
行
為
等
の
防
止
に
つ
い
て
道
庁

下
の
各
役
所
に
厳
重
な
通
達
を
出
し
て
頂
く
こ
と
に
な

っ

た
。
三
十
八
年
四
月
十
四
日

H
支
部
の
一
会
員
か
ら
、
非
行
政
書
士
の
事
例
に
つ
い

て
、
当
地
の
農
業
委
員
会
職
員
某
の
代
筆
と
思
わ
れ
る
、
農

地
法
関
係
許
可
申
請
書
の
実
物
を
添
え
て
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
再
度
理
事
会
に
於
て
審
議

三
十
八
年
八
月
三
十
日

非
行
政
書
士
容
疑
者
N
の
調
査
方
を
A
警
察
署
長
宛
訴
願

三
十
八
年
十
月
十
日

A
辞
霧
騎合
者
特
やよ
り

｢0
村
農
業
委
員
会
事
務
局
長
M
、
そ
の
他
関
係
人
に
つ
い

て
捜
査
し
た
結
果
農
地
法
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請

書
｣
の
作
成
は
上
記
の
者
の
部
下
職
員
の
行
為
と
認
め
ら

れ
、
上
記
の
者
を
通
じ
、
今
後
こ
の
よ
う
な
非
行
政
書
士
行

為
を
行
な
わ
な
い
よ
う
厳
重
警
告
致

し
た
旨
回
答
が
あ

た
。

4
、
三
十
八
年
九
月
十
六
日

室
蘭
支
部
の
一
会
員
よ
り
当
地
の
農
業
委
員
会
が
、
行
政

書
士
、
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士
、
不
動
産
会
社
宛
に
配
布

し
た
｢農
地
法
第
三
、
四
、
五
条
の
許
可
申
請
書
並
び
に
現

地
目
証
明
顔
等
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
｣
と
題
す
る
注
意
書

を
提
供
さ
れ
た
。

三
十
八
年
九
月
十
八
日

苫
小
牧
市
農
業
委
員
会
長
宛
に
、
行
政
書
士
法
の
趣
旨
並

び
に
会
設
立
事
情
に
つ
い
て
充
分
吟
味
を
願
い
、
各
種
申
請

書
受
理
の
際
、
違
反
者
に
対
す
る
黙
認
等
の
な
い
よ
う
に
と

公
文
書
で
協
力
を
お
願
い
し
た
。

う
、
三
十
八
年
十
月
四
日

北
海
道
労
政
事
務
代
行
協
会
の
事
務
担
当
者
某
が
、
何
等

の
資
格
な
く
定
款
に
基
づ
い
て
一
定
の
報
酬
を
得
て
、
公
然

と
労
働
行
政
に
関
す
る
保
険
、
登
録
等
の
手
続
、
そ
の
他
一

般
行
政
書
士
の
業
務
に
係
る
書
類
の
作
成
及
び
事
務
代
行
を

行
っ
て
い
る
旨
の
小
樽
支
部
長
報
告
受
理
。

三
十
八
年
十
一
月
十
三
日

右
の
労
政
事
務
代
行
協
会
の
違
反
事
実
に
つ
い
て
、
支
部

長
並
び
に
綱
紀
委
員
会
に
於
い
て
審
議
の
結
果
、
本
部
の
処

置
に
一
任
と
な
る
。

三
十
八
年
十
一月
十
八
日

北
海
道
労
政
事
務
代
行
協
会
事
務
担
当
者
禁
に
つ
い
て
調

査
方
を
○
警
察
署
長
宛
文
書
を
以
て
訴
願
。

6
、
三
十
八
年
十
月
十
三
日

旭
川
市
農
業
委
員
会
、
保
健
所
、
陸
運
事
務
所
等
に
無
資

格
者
の
手
に
成
る
書
類
の
提
出
が
相
当
あ
る
旨
旭
川
支
部
よ

り
申
出
で
が
あ
っ
た
の
で

三
十
八
年
十
一
月
十
八
日

旭
川
市
の
農
委
、
保
健
所
、
陸
運
事
務
所
等
に
違
反
防
止

に
つ
い
て
特
段
の
配
意
方
を
申
入
れ
た
。

7
、
三
十
八
年
十
一
月
十
九
日

Y
町
の
K
、
M
両
名
の
違
反
事
実
に
つ
い
て
取
調
べ
方
を

　
　　
　　
　　　
　
　　
　
　
　

海

会

務

報

告

道 行 政 書 士 会 報し
し
　
　

一
、
非
行
政
書
士
対
策
に
つ
い
て

1
、
三
十
八
年
五
月
六
日

道
庁
、
支
庁
、
市
町
村
農
業
委
員
会
、
警
察
署
、
保
健
所

労
働
基
準
監
督
署
、
陸
運
事
務
所
、
職
業
安
定
所
等
道
内
の

日

各
官
公
署
に
会
員
名
簿
を
贈
り
、
当
会
育
成
の
た
め
、
非
行

1

政
書
士
の
防
止
と
会
員
の
指
導
に
特
段
の
協
力
方
を
お
願
い

月

し
た
。

鋤
2
、
三
十
八
年
五
月
十
六
日

網
走
市
農
業
委
員
会
よ
り
電
話
を
以
て
｢非
行
政
書
士
が

6

取
扱
っ
た
農
地
法
規
定
に
よ
る
申
請
書
を
受
理
し
た
が
、
之

を
如
何
に
処
理
す
べ
き
か
｣
と
の
間
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

三
十
八
年
五
月
十
七
日
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行
政
書
士
法
施
行
規
則
の
一
部

理
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
日
以
内
に
｣
を
加
え
、
同

頂
の
規
定
は
農
業
委
員
会
が
前
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
場

)

改
正
に
つ
い
て

条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

合
に
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六鰭
界ま
で
の
規
定
及
び
第
四
珠

号

4

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
申
請
書
を
提
出

第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
,
豊
:≦
‘

腹

昭
和
三
十
八
年
十
月
十
一
日

日
行
連
発
第
四
三
七
号

ず
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
農
業
委
員
会
の
農
地
部
会
の
会

場
合
に
、
同
条
第
七
頁
ゎ

,

.,}
‘
:
‘
-
E
p
電
."
字!

"

佛

日
行
連
会
長

議
(農
地
部
会
を
置
か
な
い
農
業
委
員
会
に
あ
っ
て
戒
･
総

員
会
を
経
由
し
な
い
ヰ,
＼
℃
れ
悩
も
訝
｢言
‘な
り
を
劫
趣

各
会
長
殿

△弓

以
下
同
じ
。)が
四
十
日
以
内
に
開
か
れ
る
見
込
み
の
な

し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

標
題
の
こ
と
に
付
別
紙
の
通
り
請
願
中
の
処
、
昭
和
三
十
八

い
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
そ
の
他
相
当
の
事
由
が
あ
る
と
き

‘;
止
以
タ
グ
部
分
中

｢第
三
号
｣
を
｢第
四
号
｣

年
十
月
十
一
日
正
午
自
治
省
行
政
局
行
政
課
酒
井
係
長
か
ら
電

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
委
員
会
を
経
由
し

に
改
め
る
。

話
を
も
っ
て
次
の

な
い
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
項
中

｢作
成
の
年
月
日
及
び
報
酬
額
を
付
記
し
｣
を
削
る

ぅ

第
一項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
申
請
書
を
提
出

3

第
二
≦当
,

り
舞
ず
“
!

!
＼≧
ミ
!
一
項
の
申
請

こ
と
に
決
定
、
近
日
中
に
書
面
送
付
す
る
旨
連
絡
が
あ
り
ま
し

し
た
後
に
、
当
該
農
業
委
員
会
の
農
地
部
会
の
会
議
が
当
該

書
を
受
理
し
た
場
合
に
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の

た
の
で
会
員
各
位
に
徹
底
す
る
よ
う
御
連
絡
を
御
願
い
致
し
ま

申
請
書
の
受
理
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
日
以
内
に

規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

軸
"
条
項
に
付
改
正
は
不
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
か
ら
御
了
承
下

か
ら
起
算
し
て
四
十
日
以
内
に
進
達
し
な
か
っ
た
場
合
そ
の

た
場
合
に
準
用
す
る
。

全
一
さ
い
。

他
相
当
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

第
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
該
当
し
て
農
業
委
員
会
を
経
由
し

2

第
二
条
第
二
項
の

ち

螢
が
能
垢
の
申
請
書

士

行
政
書
"士
法
施
行
規
則
の
一
部

な
い
で
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
当

を
受
理
し
た
場
合
に
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規

書

改
正
に
つ
い
て

艾
"
青
を
攻
↑
一、
げ
ぁ
旨
を
当
該
農
業
委
員
会
に
通
知
し

定
は
前
項
の
規
定
に
丈
)
貝
三
こ
そ
しL
十
る
場
合
に
、
同

一

て
、
当
該
申
請
書
と
同
一
の
内
容
の
申
請
書
を
農
業
委
員
会

条
第
七
項
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が
農
業
委
員
会
を
経
由

政

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
四
日

日
行
連
発
第
四
六
九
号

を
経
由
し
な
い
で
都
道
府
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

し
な
い
で
零

さ
れ
れこ
j
員
の
申
請
書
を
受
理
し
た
場
合

6

行

各
会
長
殿

日
行
連
会
長

る
。

に
、
前
条
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
指
定
に
準
用
す
る
。

一

6

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
農
業
委
員
会
を
経
由
し
な
い
で
申

第
十
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

道

標
額
の
こ
と
に
つ
い
て
、
去
る
十
月
十
一
日
付
自
治
省
よ
り

請
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
申
請
書
に
そ
の
事
由
を
記
載

2

第
二
ま
でを
馨
り
ま
君
･

三
ゑ
二
僅
か
!
作の
申
請
書

し海
診嬉端鰯遡鼬撤乱骸軋ま鯲び計趾柵｣湖繃稍糊尿撥減

し
な
け
れ
ば
“
ら
“
い
0

“
受
理
し
“
場
合
‘
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
‘
で
“
規

7

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

定
は
前
項
の
規
定
に
よ
ら
曰

ノ
ヨE
ぶ

り
鳩
す
に
、
同

北

り
ま
す
の
で
、
早
速
自
治
省
に
折
衝
致
し
ま
し
た
処
、
作
成
年

農
業
委
員
会
を
経
由
し
な
い
で
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
受
理

条
第
七
項
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が
農
業
委
員
会
を
経
由

月
日
は
、
何
れ
の
書
類
に
も
記
載
す
る
こ
と
で
、
強
い
て
末
尾

し
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

し
な
い
で
提
出
さ
れ
た
前
項
の
申
請
書
を
受
理
し
た
場
合

に
改
め
て
記
載
の
要
が
な
い
、
従
っ
て
作
成
年
月
日
は
そ
の
侭

申
請
に
関
し
、
当
該
農
業
委
員
会
の
意
見
を
聞
く
も
の
と
ず

に
、
第
八
条
第

一項
あ
れ
字
に
1
〕
り
尭
実
に
沮
月
中
る
。

に
し
た
か
ら
了
承
し
て
貰
い
た
い
と
の
意
向
で
あ
り
ま
す
の
で

る
。

第
十
一
条
中
｢第
十
号
｣
を
｢第
十
一
号
｣
に
改
め
る
。

何
卒
御
了
承
の
上
会
員
各
位
に
も
そ
の
旨
御
連
絡
下
さ
る
よ
う

第
四
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

御
願
い
致
し
ま
す
。

3

第
二
条
第
三
項
の
規
定
は
農
業
委
員
会
が
第
一項
の
申
請

4

第
二
条
第
三
項
の
規
定
は
農
業
委
員
会
が
第
一項
の
申
請

旧
0
農
地
法
施
行
規
則
の
一
部
を

書
を
受
理
し
た
場
合
に
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の

書
を
受
理
し
た
場
合
に
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の

規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合

顔

改
正
す
る
省
令

に
、
同
条
第
七
項
の
規
定
は
都
道
府
県
知
事
が
農
璧萎
□具
笑

に
、
同
条
第
七
項
ハ
｣!

“

家
知
事
が
農
業
委
員
会

等
昭
和
三
十
八
年
-T月
+
-
日

曲霧
省
令
第
六
十
三
号

を
経
由
し
な
い
で
提
出
さ
れ
た
第
-
項
の
聖
霊
日を
受
理
し

を
経
由
し
な
い
で
提
出
さ
れ
た
第
-
項
の
基
盤
昇
養
鶏
･'

た
場
合
に
準
用
ず
る
。

た
場
合
に
準
用
す
る
。

6

農
林
大
臣

第
五
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
｢第
五
号
｣を
｢第
六
号
｣

第
四
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

1 9

農
地
法
施
行
規
則
(昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
七
十
九
号
)

に
改
め
る
。

2

第
二
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
官
員
)
昆

の
ノ
郡
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

定
に
よ
り
申
込
書
を
提
出
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　

、第
四
浸

に
改
め
る
。

会
員
^
の
一異
ご
動
【

日

第
四
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2

第
二
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
親

月

定
に
よ
り
申
込
書
を
提
出
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

◆

入

会

者

(3
名
)

腹

附

則

坤
こ
の
省
令
は
･
昭
和
三
十
八
年
十
-
月
-
日
か
ら
施
行
す
る
o

支
部
別

氏

名

事

務

所

登

録

会
員
番
号

入
会
年
月
日

1 9

0
北
海
道
宅
地
造
成
工
事
規
制

旭

川

本

郷

克

味

旭
川
市
永
山
町
八
丁
目
六
七
番
地

一
五
午

五
二
四

都
･
ぬ
う

区
域
措
定
の
件

‘

"

高

橋

小
四
郎

上
川
郡
神
楽
町
字
神
楽
農
地

導愁
約
五
二
五

"
‐
は
･
1

山ハ
ワ

宅
地
造
成
等
規
制
法
酋
和
三
十
六
年
法
律
第
一九
一号
)

絹

走

松

田

亥

弥

紋
別
郡
遠
軽
町
大
通
南
四
丁
目
の
四

ん
七
輪

五
二
六

"
'
は

･
8

第
三
条
第
一項
の
規
定
に
よ
り
室
蘭
市
宅
地
造
成
工
事
規
制
区

域
が
昭
和
三
十
八
年
十
一月
一
丸
。
ご
燕
"郭
で‘
"
“尹釘
二
八
四

◆

退

会

者

〔6
名
)

朝
…
o
号
を
以
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
o

効
力
発
生
は
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
関
係
図
面
は

会

北
海
道
庁
及
び
室
蘭
市
役
所
に
備
え
て
閲
覧
に
供
す
る
と
あ
り

支
部
別

氏

名

住

所

退
会
年
月
日

備

考

士

ま
す
。

札

幌

田

中

感

蔵

札
幌
市
大
通
西
二
十
五
丁
目
十
九
番
地

鶏

･
10

･
u

郊
年
ゆ
J
P
日
死
亡

‐

宝
曰

網

走

大

崎

正

雄

網
走
郡
東
藻
琴
村
一
二
一
番
地

"
･
10

･
12

"

?
月
10
日
死
亡

一

政

一
支
部
だ
よ
り

一

"

片

岡

鰹

郎

紋
別
郡
西
興
部
村
字
西
輿
部

“
斡
第

"

う
覆

日
死
亡
,

7

道

◆
会
員
の
近
況

宗

谷

斎

藤

美

隆

稚
内
市
大
黒
町
一
丁
目
二
番
地

"
･
m

･
"

"

D
f
弱
日
死
亡

海
~
擦
野
東
郷
(函
館
支
部
)
福
島
町
議
会
議
長
就
任
(汰
聞
)

小

樽

谷

藤

孝

一

小
樽
市
花
園
町
西
二
丁
目
一
七

〃
･
11

･
21

“

11
月
14
日
死
亡

北

阿
部
勝
弥
(日
高
支
部
)
十
月
十
六
日
尊
父
(七
六
歳
)逝
去

十
月
十
九
日
受
信

藤
井
徳
二
(旭
川
支
部
)
転
地
療
養
よ
り
帰
宅

◆
事
務
所
変
更

十
一
月
一
日
受
信

亀
松
吉
美
(函
館
支
部
)
｢誰
に
も
分
る
測
量
学
｣
の
指
導

支

部

氏

名

噺

事

務

所

届
出
年
月
日

備

考

通̂
信
、
出
張
)
を
し
て
い
る

細
井
伊
三
郎
(小
榑
支
部
桜餅脹
枷
睾
縦
竣
婚
め
十
月
-
日
入
院

札

幌

石

道

政

治

示聯w
札硯
市胱猷
鎚
醗
棘竹田
漱膨斜
膨
“
“
窕
･u
･5
第
･
ぬ
･
幻
移
転

同
月
宋
退
院
、
目
下
通
院
治
療
中

小

樽

北

道

亀
似
信

(新
)
小
櫃
市
若
竹
町
一
五
o

“
･
真

･
6

"
･
10

･
為
移
転

十
一
月
二
日
受
信

(旧
)

"

梅
ヶ
枝
町
六

理

熨

酋
袈
部類
さ年“,
護

ら

釧

路

大

沢

清

鐵凝

議
職

二

"

(

十
一
月
二
日
受
信

渡
辺
吉
兵
衡

帯̂
広
支
部
)
榊
原
病
院
(帯
広
市
)
に
入
院
中

.

札

幌

斎

藤

良

和

杁瞬
き
札
観
市
献
巡
栖
計
窓
酊
相
-牀
能
訪
れ二ゞ

“
,u
,“

十
一
月
十
一
日
受
信

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　

　
　

　
　
　
　

　　　

　
　　
　

　
　
　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　　　
　
　　
　
　
　　　
　　　
　　
　
　　
　
　　
　

　　
　　
　
　　

　　
　
　　
　
　
　
　　
　
　



一
事
務
局
だ
よ
り

-

日

誌

10
月
1
日

業
務
上
発
す
る
受
取
書
に
は
規
定
の
印
紙
不
用

会
報

(九
号
)
に
よ
る
と
、
業
務
上
発
す
る
受
取

書
に
は
印
紙
不
用
の
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
が
期
か

疑
問
が
あ
る
の
で
、
と
鈴
木

(網
走
)
会
員
よ
り

間
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
右
に
つ
い
て
札
幌
国
税
局

長
宛
文
書
を
も
っ
て
照
会
し
た
と
こ
ろ
近
日
中
に

(第12号)

　

　
　
--ノ
ー

9 6 3 年 12月 1日

　
　
　

つ
た
文

北 海 道 行 政 書 士 会

つ
い
て
小
樽
支
部
長

行
政
書
士
登
録
者
石

う
日

九
月
二
十
八
日
付
道
公
報
に
行
政
書
士
登
録
者
石

狩
三
、
後
志
二
、
上
川
三
、
計
八
名
告
示

7
目

行
政
書
士
が
業
務
上
発
す
る
受
取
書
及
び
予
納
預

り
証
に
対
す
る
印
紙
税
の
取
扱
に
つ
い
て
、
札
幌

国
税
局
長
よ
り
の
文
書
回
答
受
理
(会
報
十
一
号

所
載
)

8
日

印
紙
税
の
取
扱
に
つ
い
て
鈴
木
会
員
へ
回
答

9
日

猪
又
(帯
広
)
会
員
よ
り
事
件
簿
用
紙
の
註
文
あ

hソ

m
日

江
差
町
に
事
務
所
を
持
っ
て
営
業
し
て
い
る
行
政

書
士
中
未
入
会
者
が
三
名
あ
る
旨
の
連
絡
あ
り

=
日

田
中
盛
蔵
氏
(札
幌
)
逝
去
、
弔
慰
金
弐
千
円
を

贈
る

"

鹿
児
島
県
会
会
長
よ
り
県
下
の
農
業
委
員
会
、
市

町
村
役
場
に
送
っ
た
業
務
保
障
に
つ
い
て
の
要
望

た

即
時
署

の
分
は
連
合
会 社
い
て

日
高
町
の
会
員
阿
部
氏
の
尊
父

(七

二
十
五
日
逝
去
さ
れ
た
旨
連
絡
あ
り

道
地
方
課
よ
り
法
改
正
請
願
の
内
容 一部

東
京
都
会
長

(七
六
)
が
先
月

あ
り
内
容
に
つ
い
て
照

19
日

21
日

会
が
あ
っ
た
の
で
、
請
願
書
一
部
を
贈
っ
た

“

23
日

事
件
簿
用
紙
到
着

猪
又
会
員
へ
事
件
簿
用
紙
に
つ
い
て
返
書

"

24
日

連
合
会
会
報
第
五
号
着
荷

"

26
日

会
報
第
十
一
号
、
会
員
調
査
票
、
連
合
会
会
報
第

五
号
等
を
全
会
員
へ
発
送
ず
。
な
緊
会
報
十
一
号

は
道
内
各
役
所
、
連
合
会
、
単
一
会
へ
寄
贈
ず

〃

“
日

成
沢
、
有
馬
の
両
理
事
来
訪

岸
川
副
会
長
よ
り
、
小
構
支
部
報
告
の
｢非
行
政

書
士
に
つ
い
て
の
事
例
｣
の
こ
と
で
電
話
で
照
会

あ
り
、
目
下
起
案
中
で
あ
る
旨
会
長
よ
り
回
答

西
興
部
村
の
会
員
片
岡
氏
五
月
三
日
逝
去
の
旨
遺

族
か
ら
連
絡

ヅ

31
日

稚
内
市
の
会
員
斎
藤
氏
は
去
る
十
六
B
逝
去
さ
れ

た
と
親
類
の
方
か
ら
連
絡

高
林
会
員

空̂
知
)
よ
り
パ
ッ
チ
の
註
文
が
あ
っ

た
が
、
目
下
製
作
中
で
約
一
カ
月
遅
れ
る
見
込
み

で
あ
る
旨
回
答

会
員
移
動
通
知
発
送
(入
会
ー
、
退
会
4
)

11
月
1
日

神
楽
町
の
高
橋
小
四
郎
氏
の
入
会
届
受
理

“

2
日

山
口
県
行
政
書
士
会
の
処
置
に
つ
い
て
、
会
則
第

節
条
の
条
項
に
よ
り
決
議
し
た
い
旨
連
合
会
長
よ

り
常
任
理
事
宛
通
知
あ
り

行
政
書
士
法
施
行
規
則
の
一部
改
正
の
省
令
が
十

一
月
一
日
付
官
報
に
記
載
さ
れ
る
旨
連
合
会
長
よ

り
連
絡
あ
り

"

ぅ
日

紋
別
市
会
員
石
倉
氏
は
先
月
二
十
日
逝
去
さ
れ
た

旨
未
亡
人
の
方
よ
り
連
絡
あ
り

遠
軽
町
の
松
田
友
弥
氏
へ
入
会
手
続
に
つ
い
て
回

答大
沢
(釧
路
)
会
員
よ
り
事
務
所
変
更
届
を
提
出

も
記
録
も
見
当
ら
ず
大
い
に
恐
縮
、
本
日
届
出
で

が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
処
理

8
日

遠
軽
町
の
松
田
友
弥
氏
の
入
会
届
受
理

北
道
(小
櫃
)
会
員
の
事
務
所
変
更
届
受
理

"

兵
庫
県
ハム窓
云報
八
号
の
寄
贈
あ
り

後

記

-'●l
--
--
r,
1'-‐

◇
本
号
(本
年
度
最
終
号
)
は
非
行
政
書
士
防
止
対
策
号
と
い

っ
た
体
裁
に
な
っ
た
。
会
員
各
位
の
協
力
に
よ
り
不
正
排
除

の
成
果
は
漸
次
あ
が
り
つ
つ
あ
る
も
職
域
明
朗
化
の
た
め
猶

一
層
の
ご
協
力
を
望
む
。

◇
所
謂
ザ
ル
法
?
の
た
め
会
員
は
常
に
頭
を
な
や
ま
さ
れ
て
い

る
。
元
来
法
を
犯
し
た
者
を
取
締
る
よ
り
も
法
を
犯
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
本
筋
だ
。
来
る
年
は
是
非
法
改
正
実

現
の
よ
い
年
に
。
･

◇
新
年
号
は
来
る
一
月
下
旬
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。
毎
号
夫
々

特
色
の
あ
る
充
実
し
た
会
報
、
会
員
多
数
の
真
の
声
を
伝
え

る
会
報
を
絹
韓
し
て
見
た
い
夢
を
持
っ
て
い
る
。
投
稿
を
待

望
。

◇
札
幌
は
先
月
十
日
初
雪
、
二
十
八
日
か
ら
本
格
的
な
冬
の
菱

と
な
っ
た
。
各
位
に
は
何
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
察
せ
ら
れ

ま
す
が
、
健
康
に
は
特
に
注
意
さ
れ
て
よ
い
お
年
を
お
迎
え

下
さ
い
。

…
戸
籍
届
出
記
載
の
指
針

…

東
京
都
行
政
書
士
会
絹

一
部
五
〇
円

会
員
の
執
務
資
料
、
受
験
者
の
参
考
資
料

お
願
い

○
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
事
件
簿
用
紙
を
調
製
し
ま
し

た
。
今
回
五
枚
ず
つ
お
送
り
し
饗
し
た
か
ら
御
利
用
下
さ

い
。
な
お
補
充
さ
れ
る
場
合
は
実
費
(五
十
枚
に
つ
き
百
円
)

で
ご
便
宜
を
お
は
か
り
し
ま
す
。

○
会
員
調
査
票
に
よ
っ
て
名
簿
の
調
製
に
と
り
か
か
り
ま
し

た
。
従
来
の
名
簿
は
大
分
修
正
を
要
す
る
よ
う
で
す
。
末
送

- 8 -

鍋
十
,霧

も

く

じ

13
日

午
前
十
時
よ
り
札
幌
市
道
庁
前
辰
美
旅
館
に
於
て

本
年
度
支
部
長
並
び
に
綱
紀
委
員
会
を
開
催
(会

報
第
十
二
号
所
載
)

名
を
頂
い
た
米
田
、

宛
送
付
し
た
。

｢作
成
の


